


要約:The Reproductive Autoimmune Fai1ure Syndrome の一病型として、子宮内胎児発育

遅延(IUGR)が発症するかどうかを検討するために、妊婦血中の自己抗体を測定し、発育遅

延(SFD)児・胎盤所見との関連性を検索した。

その結果、(1)LAC の陽性率は SFD 児群に有意に高かった。しかし、他の抗体の陽性率は AFD

児群との間に差は認められなかった。(2)胎盤梗塞所見の頻度は、SFD 児群において有意

に高かった。(3)asymmetrica1　type-SFD 児では、sym-metrical　type に比べて胎盤梗塞

所見の頻度は高かったが、抗体の陽性率は差がなかった。

以上より、LAC の存在と IUGR発症との間に関連性があることが示唆された。したがって、

妊娠中にこれら抗体の消長を監視することは、ハイリスク児としての IUGR 発症の予知に

役立つと考えられた。


